
ハウス栽培いちご生産におけるドローン受
粉の可能性と今後のイノベーション

東洋大学経済学部名誉教授
澁澤健太郎（しぶさわ けんたろう）

NPO法人 ドローン地域活性化センター理事長
＊国土交通省 ２等無人航空機操縦士





トランポリンの技術指導：



アマゾン：



国内初”ドローンレベル4飛行で医薬品を輸送するプロジェ
クトを実施 2023.12.8

東京都 レベル4飛行 有人地帯における補助者無し目視
外飛行



ヒグマ出没、赤外線カメラ搭載ドローン
で追跡しハンターが駆除…室蘭市が野外
訓練



下水管調査：老朽化による災害



水中ドローンの利用：



研究の背景：気候変動によるハチの減少

■ 1960年代の初めに、宮本セツ（１）は農薬の乱用や自然植生の単純化の進行にと
もない、特にクロマルハナバチが減少しつつあると先見の明をもって警告して
いる。残念にして近年、事態は破局的に展開している。

■ マルハナバチは「ブルーベリー、クランベリー、クローバーといった作物の最
も重要な授粉者の1つであり、トマトに関してはほぼ唯一の授粉昆虫である」。
「米国において、在来の昆虫（ハチがその大半を占める）が提供する授粉の経
済価値は年間30億ドルと推計される」

■ カナダ、米国では2022年にクロマルハナバチを絶滅危惧種に指定。

■ クロマルハナバチは、環境省のレッドリスト2020でノサップマルハナバチとと
もに準絶滅危惧種に指定されている。都道府県レベルでも減少傾向が指摘され
ている。

（１）宮本セツ日本応用動物昆虫学会誌 5 (1), 28-39, 1961

Flower-visiting habits of 3 species of the genus <i>Bombus</i> were examined during from spring to 
autumn of 1951-1959. Nesting or flower-visiting activities were observed till early summer in <i>B. a



■ 活動適温は10～25℃で30℃を越える高温下では活動は著しく弱ま
り、35℃以上になると訪花はほとんど行われない。また、夏期で
はマルハナバチの寿命も冬期より短く、30日程度である。

■ 2023年の猛暑、酷暑でビニールハウス内の温度も上昇。３５度以
上にもなり、活動をしない状態。（盛岡）



研究対象：
岩手県盛岡市 玉山うるおいいちご園

■ 2021.4～ 起業農家（イチゴ栽培）支援

■ 2021.4     ビニールハウス2棟

■ スマート農業支援による生産性向上

■ 2023.4    ビニールハウス4棟

■ 商品の知名度を向上させる。あわせて労働時間を減らし、商品化や営業を行える時
間をスマート農業によって醸成する。

■ 生産性の分析については省略



2021.4の状況 2023.9の状況



ハウス栽培



ドローンの利用

■ ドローン・・・・風雨が苦手、コントロール不能

■ ハウス栽培に注目

■ 無風のハウス内でドローンによる風力での受粉

■ 2022年航空法改正によるライセンス化

■ 100グラム未満の無人航空機以外は、ID登録と原則ライセンスが必
要

■ 国土交通省の資格：１・２等ライセンス（国家資格）



■ 夏いちご（すずあかね）の受粉は、クロマルハナバチのレンタル
で行っている。

■ イチゴ栽培で最も重要な「受粉」

■ ドローンによる「受粉」

■ （１）プロポ（操縦桿）を使用するドローンによる「受粉」

■ （２）プログラミングによるドローン自動操縦での「受粉」

■ （３）AIによるドローン利用「受粉」



2023.8月 酷暑で蜂が箱から出てこない（ハウス内）
２０２４．８ 前年度より暑い！（岩手県盛岡市）
２０２５年、さらに猛暑！



ドローンと農業：スマート農業

いちご園でのドロー
ンを使っての受粉
＊筆者撮影



受粉に必要な風力の測定



風力測定



実施した際の画像

ドローン

操縦装置
（プロポ）



■ （１）利用者が円滑にドローンをコントロールする技術
が必要

■ （２）市販ドローンの購入（写真で使用するのはdji2(約
７万円））

■ （３）無人航空従事者２等ライセンスなど必要（100グ
ラム未満は不要）

■ （４）バッテリーが持たない（５－８分程度しかもたな
い）

■ （５）高温になるハウス内での性能低下



１度の受粉：バッテリーを４－５回
程度、交換する必要



報道：



プログラミングを使用したドローン
による受粉

■ 教育用に使われていた例を転用

■ 特定の機種に対応

■ 操縦技術が不要

■ ハウスにいる必要性がないー他の業務が行える



ブロック式（プログラミング）の転
用



プログラミングによる運用（自動運
転）





報道：プログラミングによる自動運
転の成功



課題：

■プログラミング対応機種が少ない

■一定のスキルが必要

■バッテリーが10分程度なので、標準的なハ
ウスで受粉を完結するために４－５台の
バッテリー交換か、もしくは同数のドロー
ンを用意するか。



生成AI＋ドローン

■ ・複数のドローンが効率的にハウス内を巡回するための自律飛行制御
・受粉可能な花弁形状を画像から自動判定するAI判定アルゴリズム



１台のドローンでビニールハウス内の「受粉」が完結
また開花している位置でホバリングするため、効率的
バッテリー交換不要

■ 蜂をレンタルする費用は年々高額に。１ビニールハウス
で２０万～３０万

■ ドローンで行えば費用が抑えられる。

■ 自動AIドローンで受粉・・時間が有効活用

■ 生産性は向上

■ 生き物を守る（SDGｓ）社会的な意義

■ 欧州でも２０２５年、ミツバチは８割減少という危機



■ 生成AIを使って収集したデータを基に、開花状況、作物
の成長状態や病害のリスクをリアルタイムで分析し、そ
れに応じた最適な対策を実行することができる。

■ 現在、NTT東京などが東京都と実証研究など大規模に進
めているが、コストがかかりすぎるモデルであり、実際
に小規模農家が導入するには、ハードルが高い。



実際にドローンによる受粉イチゴを
販売！（２０２３年７月 東洋大学）



岩手ibc放送で報道：



ドローン１００％受粉によるイチゴ
ジャムの制作販売

■ ２０２４年１２月



課題：

■ドローンの運行で問題とされる点：バッテ
リー、天候、規制、免許、技能

■農業のスマート化が遅れている理由：高齢
化、小規模農家が多い、予算、制度設計、
従来農法へのこだわり



防水ドローンの販売：



ご清聴ありがとうございました。
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